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キャンベラ市街地まで車であと30分。ハイウェイ沿いのレイク・ジョージ湖畔では羊がのんびりと
草を食んでいた。首都建設が決まる前のキャンベラも、まさにこんな感じの風景だったのだろう
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
立
に
関
し
て
初
め
て

話
し
合
わ
れ
た
の
は
19
世
紀
半
ば
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
40
余
年
後
、
主
に
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
連
邦
政
府
樹
立
の
必
要
性
を

訴
え
た
の
が
、
後
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

建
国
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

首
相
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
。
こ
の
「
テ

ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
演
説
」
を
き
っ
か
け

に
、
憲
法
草
案
作
成
の
た
め
の
会
議
が
開
催

さ
れ
、
パ
ー
ク
ス
は
最
初
の
会
議
の
祝
宴
で
、

「O
ne People, O

ne D
estiny

（
一
つ

の
国
民
、
一
つ
の
運
命
）」
と
グ
ラ
ス
を
掲

げ
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
１
８
５
０
年
代
か
ら
徐
々
に
自
治
権
を
獲

得
し
て
い
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
六

つ
の
英
国
植
民
地
で
は
、
そ
の
こ
ろ
に
は
社

会
的
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
程
度
で
き
あ
が
り
、

各
々
が
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
に
一
致
団
結
し
て
独
立
戦
争
を

戦
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
同
じ
大

陸
に
あ
っ
た
利
害
や
思
惑
の
絡
み
合
う
植
民

地
間
に
一
体
感
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
て

ん
で
ば
ら
ば
ら
な
植
民
地
を
単
一
の
主
権
国

家
と
し
て
統
合
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
合
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
す
る
な

か
、
白
熱
し
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の

は
当
然
だ
ろ
う
。

　
20
世
紀
を
目
前
に
よ
う
や
く
採
択
さ
れ
た

連
邦
憲
法
案
は
、
国
民
投
票
で
信
が
問
わ
れ

た
。
い
や
、
国
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
わ
け

だ
か
ら
、「
植
民
地
住
民
投
票
」
と
い
う
べ

き
な
の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
当
時
と
し
て

は
す
こ
ぶ
る
民
主
的
な
や
り
方
で
、
新
国
家

樹
立
を
目
指
し
た
わ
け
だ
。
１
８
９
８
年
に

行
わ
れ
た
最
初
の
住
民
投
票
で
は
、
投
票
に

参
加
し
た
植
民
地
す
べ
て
で
賛
成
票
が
反
対

票
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
可
決
す
る
た
め
の
最

低
ラ
イ
ン
の
８
万
票
に
届
か
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
が
、
首
都
選
定
に
関
し
て
、
ほ
か
の

植
民
地
か
ら
の
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
に
繋

が
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
お
も
し
ろ
い
。 

 

　
入
植
以
来
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
商

業
や
輸
出
産
業
が
発
展
し
て
、
自
由
貿
易

政
策
を
推
進
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
シ
ド
ニ
ー
に
対
し
、

１
８
５
０
年
代
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を

もう一方は、1912年にイギリス国王
ジョージ5世によって授与されたオー
ストラリアの紋章。カンガルーとエミ
ューが支える盾の中に、連邦を象徴す
る六つの州の記章が描かれている

き
っ
か
け
に
急
成
長
を
遂
げ
、
工
業
が
発
達

し
て
、
保
護
主
義
政
策
を
取
っ
て
い
た
ビ
ク

ト
リ
ア
植
民
地
の
メ
ル
ボ
ル
ン
。
連
邦
国
家

の
実
現
に
は
、
台
頭
す
る
メ
ル
ボ
ル
ン
が
首

都
と
な
る
こ
と
に
警
戒
感
を
抱
い
て
い
た

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
住
民
の
支

持
が
不
可
欠
で
あ
る
。
修
正
案
作
成
の
た

め
に
再
び
開
か
れ
た
憲
法
制
定
会
議
で
は
、

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
内
の
土
地

に
首
都
を
置
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

翌
１
８
９
９
年
の
住
民
投
票
で
は
、

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
含
め
、

投
票
に
参
加
し
た
植
民
地
す
べ
て
で
可
決
さ

れ
た
。
一
部
修
正
を
経
て
、
英
国
議
会
を
通

過
し
た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
法
」

は
１
９
０
１
年
１
月
１
日
を
も
っ
て
施
行
さ

れ
、
20
世
紀
の
初
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
な
る
独
立
国
家
が
誕
生
し
た
。

　

同
憲
法
に
は
、「
連
邦
政
府
所
在
地
は
国

会
が
決
定
し
、
国
家
に
帰
属
す
る
領
域
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
内

に
定
め
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。「
シ
ド

ニ
ー
か
ら
少
な
く
と
も
１
０
０
マ
イ
ル
（
＝

１
６
０
キ
ロ
）
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
」
と

い
う
条
件
は
、
首
都
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
国
会
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
メ
ル

ボ
ル
ン
を
擁
す
る
ビ
ク
ト
リ
ア
に
よ
る
せ
め

て
も
の
抵
抗
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
と
に
か

く
絶
対
シ
ド
ニ
ー
だ
け
は
ダ
メ
！
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
、
何
だ
か
微
笑

ま
し
く
さ
え
あ
る
。

　
60
以
上
あ
っ
た
首
都
候
補
地
は
、
防
衛
上

の
観
点
か
ら
、
た
い
て
い
内
陸
に
位
置
し
て

い
た
。
平
ら
な
大
陸
の
中
で
も
比
較
的
高
地

が
多
か
っ
た
の
は
、
ひ
ん
や
り
し
た
山
の
空

気
は
健
康
に
よ
く
、
冷
涼
な
気
候
か
ら
は
逸

材
が
輩
出
す
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
。
１
９
０
２
年
か
ら
国
会
議
員
が

行
っ
た
候
補
地
視
察
旅
行
は
、
熱
波
や
山
火

事
、
砂
塵
嵐
な
ど
、
時
に
過
酷
な
自
然
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア

が
「
ば
か
げ
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
と
揶
揄
し
た

よ
う
に
、
時
に
滑
稽
で
、
風
刺
画
の
格
好
の

ネ
タ
に
な
っ
た
。「
自
分
や
ほ
か
の
議
員
が

予
定
通
り
訪
れ
て
い
た
な
ら
、
間
違
い
な
く

キ
ャ
ン
ベ
ラ
を
選
ん
だ
は
ず
だ
」
と
第
三
代

連
邦
首
相
と
な
っ
た
ク
リ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
が

後
に
語
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
何
と
寝
過
ご

し
て
し
ま
い
、
こ
の
年
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
訪
問

の
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
間
抜
け
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
幾
度
も
の
投
票
を
経
て
、
上
・
下
院
が
合

意
し
た
の
は
州
境
に
近
い
ダ
ル
ゲ
テ
ィ
だ
っ

た
。
ち
な
み
に
現
在
の
ダ
ル
ゲ
テ
ィ
の
人
口

は
１
０
０
人
足
ら
ず
。
土
地
を
割
譲
す
る
立

場
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
、

結果的に60年以上に渡って連邦議会が
開かれた暫定国会議事堂の建物正面に
は、今も2つの紋章が掲げられている。
片方は、ライオンとユニコーンを配し
たイギリス王室の紋章だ
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「
シ
ド
ニ
ー
か
ら
遠
す
ぎ
る
」
と
拒
否
し
、

何
年
も
す
っ
た
も
ん
だ
の
挙
句
、
代
案
と
し

て
ヤ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
地
域
が
浮
上
し
た
。

き
れ
い
な
空
気
と
良
質
な
水
が
あ
り
、
景
観

が
美
し
く
、
気
候
も
さ
わ
や
か
。
既
存
の
町

や
鉄
道
路
線
に
近
く
、
物
資
の
輸
送
が
容
易

な
た
め
、
建
設
費
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

内
陸
な
の
で
海
上
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
心
配
も

な
い
。
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

は
、
も
し
国
会
が
こ
の
地
域
を
選
定
す
る
な

ら
、
連
邦
独
自
に
港
を
設
け
る
た
め
の
用
地

を
海
岸
沿
い
の
ジ
ャ
ー
ビ
ス
・
ベ
イ
に
別
途

用
意
す
る
と
提
示
し
て
、
再
投
票
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

 

　

１
９
０
８
年
、
正
式
に
ヤ
ス
・
キ
ャ
ン

ベ
ラ
地
域
が
首
都
建
設
予
定
地
に
選
ば
れ

た
。
当
時
の
地
域
人
口
は
わ
ず
か
１
７
１
４

人
。
馬
は
１
７
６
２
頭
、
牛
は
８
４
１
２

頭
、
羊
は
22
万
４
７
６
４
頭
い
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
る
。
原
野
の
よ
う
な
放
牧
地

で
理
想
の
首
都
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
実
施

さ
れ
た
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
に
は
、
国
内

を
は
じ
め
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら

全
１
３
７
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
優
勝

し
た
の
は
、
人
造
湖
に
沿
っ
た
「
水
の
軸
」

と
、
マ
ウ
ン
ト
・
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
か
ら
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ヒ
ル
に
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
「
大

地
の
軸
」
を
基
軸
に
置
い
た
シ
カ
ゴ
の
建
築

家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ー
リ
ー
・
グ
リ
フ
ィ
ン

の
作
品
だ
っ
た
。「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
・

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
三
角
エ
リ

ア
を
は
じ
め
、
地
勢
を
活
か
し
、
幾
何
学
パ

タ
ー
ン
を
機
能
的
に
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ

ン
は
、
世
界
の
ど
の
都
市
に
も
似
て
い
な

か
っ
た
。

　
１
９
１
３
年
３
月
、
第
５
代
総
督
夫
人
の

レ
デ
ィ
・
デ
ン
マ
ン
が
公
式
に
キ
ャ
ン
ベ
ラ

と
命
名
し
、
定
礎
式
が
行
わ
れ
た
。
２
カ
月

後
に
は
、
グ
リ
フ
ィ
ン
が
コ
ン
ペ
の
図
面
を

描
い
た
妻
マ
リ
オ
ン
・
マ
ホ
ニ
ー
と
共
に
来

豪
し
、
連
邦
首
都
設
計
・
建
設
の
責
任
者
に

就
任
し
た
。
彼
の
設
計
案
に
基
づ
い
た
都
市

開
発
は
、
資
金
不
足
や
第
一
次
世
界
大
戦
の

勃
発
、
政
治
家
や
官
僚
か
ら
の
妨
害
…
…
と

い
っ
た
理
由
で
難
航
し
た
。
主
要
道
路
や
公

園
は
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
つ
い

ぞ
彼
が
設
計
し
た
建
物
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
契
約
は
更
新
さ
れ
ず
、

グ
リ
フ
ィ
ン
夫
妻
は
１
９
２
０
年
の
終
わ
り

に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
を
後
に
し
た
。

　
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
で
は
な
か
ろ

う
か
？　
世
界
遺
産
と
な
っ
た
シ
ド
ニ
ー
・

羊牧場主ロバート・キャンベルの邸宅として1833年に建造された「ダントルーン・ハウス」。1911年以降は、王立軍事大学の施設として使用されている

セント・ジョンズ教会は、1845年に献堂されたキャンベラ最古の公共建築物。隣接して最古の小学校跡があり、地域社会の中心エリアであったことがうかがえる

キャンベラ中心部
からシドニーまで
は300キロ弱、メ
ルボルンまでは
約650キロの距
離がある

連邦発足後、国会が臨時的
に置かれたのはビクトリア州
メルボルン。キャンベラ・ヤス
案はシドニーに近すぎると反
対の声も少なくなかった

グリフィン（左）の描いたキャンベラの青写真。地
勢条件に適合した幾何学パターンが特徴的で、丘を
中心に放射状・同心円状に道路網が延びている

シドニー

ダルゲティ

メルボルン

シドニーに近い場
所を首都に、と望ん
でいたニュー・サウ
ス・ウェールズ州は、
1904年に連邦議
会を通過したダル
ゲティ案に難色を
示した
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オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
の
設
計
者
で
あ
る
デ
ン

マ
ー
ク
人
建
築
家
の
ヨ
ル
ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン

も
自
ら
設
計
し
た
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
途

中
で
辞
任
し
て
い
る
。
異
国
の
地
で
理
想
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
に
奮
闘
し
た
彼
ら
が
完

工
を
目
に
す
る
こ
と
な
く
、
志
半
ば
で
去
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
無
念
さ
を
思
う
。

　
も
っ
と
も
グ
リ
フ
ィ
ン
が
残
っ
た
と
し
て

も
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
完
成
を
見
る
こ
と

は
か
な
わ
な
か
っ
た
ろ
う
。
彼
は
後
に
イ
ン

ド
に
渡
り
、
１
９
３
７
年
に
亡
く
な
っ
て
い

る
。
デ
ザ
イ
ン
の
軸
と
な
っ
た
人
造
湖
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
そ
の
ず
っ
と
後
の
１

９
６
４
年
の
こ
と
で
、
本
格
的
に
首
都
と
し

て
機
能
す
る
ま
で
に
は
、
長
い
年
月
を
要
し

た
。

　
大
き
な
第
一
歩
と
い
え
る
の
は
、
１
９
２

７
年
の
〝
暫
定
〟
国
会
議
事
堂
の
完
成
。
だ

が
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
地
域
の
交
通
や
通
信

が
発
達
し
て
お
ら
ず
、
ウ
ォ
ー
ル
街
大
暴
落
、

世
界
大
恐
慌
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
と

い
っ
た
難
局
に
次
々
と
直
面
し
て
、
キ
ャ
ン

ベ
ラ
開
発
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

　
長
ら
く
足
踏
み
状
態
の
計
画
都
市
構
築
に

弾
み
を
つ
け
た
の
は
、
戦
後
の
ロ
バ
ー
ト
・

メ
ン
ジ
ー
ズ
内
閣
で
、
１
９
５
０
年
代
後
半

に
設
置
さ
れ
た
首
都
開
発
委
員
会
は
、
主
に

メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
っ
た
官
庁
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ

［上］	戦争記念館を背に立つと、湖を挟んで旧国会議
事堂、さらには丘の上の国会議事堂へとまっす
ぐに大地の軸が続く。夜の国会議事堂は、ひっ
そりとピンクにライトアップされていた

［下］	先住民アボリジニの「テント大使館」は抗議活
動を発端に、旧国会議事堂前に設置された。設
立から40年以上経た今も、先住民の権利要求の
象徴として異色の存在感を放っている

移
転
を
加
速
さ
せ
た
。
１
９
５
０
年
に
２
万

５
０
０
０
人
に
満
た
な
か
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ラ

の
人
口
は
、
９
年
後
に
５
万
人
、
そ
の
８
年

後
に
10
万
人
と
倍
々
で
増
え
、
そ
の
さ
ら
に

９
年
後
の
１
９
７
６
年
に
は
20
万
人
に
膨
れ

あ
が
り
、
急
成
長
を
遂
げ
た
。
入
植
２
０
０

周
年
に
あ
た
る
１
９
８
８
年
、
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ヒ
ル
と
呼
ば
れ
る
丘
の
上
に
、
現
在
の

国
会
議
事
堂
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
つ
い
に

キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
人
々
が
仰
ぎ
見
る
首
都
の
象

徴
を
手
に
入
れ
た
。

　
独
立
を
機
に
人
々
が
目
指
し
た
の
は
、
一

極
集
中
の
中
央
集
権
体
制
で
は
な
く
、
各
州

が
自
治
権
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
連
邦
制
だ
っ

た
。
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
外
交
や
国
防
、
通

商
と
い
っ
た
特
定
事
項
以
外
の
権
限
は
、
今

も
州
が
保
持
し
て
い
る
。
州
の
前
身
で
あ
る

各
植
民
地
政
府
が
連
邦
政
府
に
対
し
、
国
政

に
関
す
る
一
部
の
権
限
を
委
譲
し
た
の
で

あ
っ
て
、
逆
さ
ま
で
は
な
い
の
だ
。
統
合
国

家
の
舵
取
り
に
は
、
ど
こ
に
も
属
さ
ず
、
均

衡
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
備
え
、
経
済
や
文
化

の
中
心
地
と
一
定
の
物
理
的
・
精
神
的
距
離

感
を
保
つ
し
が
ら
み
の
な
い
「
政
治
の
都
」

を
新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
喧
喧
囂

囂
と
議
論
を
重
ね
、
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
人
工

的
に
造
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
立
法
、
行
政
、

司
法
の
三
権
機
関
が
集
中
す
る
「
首
都
特
別

地
域
」
は
誰
も
が
納
得
す
る
中
立
の
立
場
で

い
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
現
在
の
人
口
は
国
内
で
８

番
目
の
約
36
万
人
。
４
０
０
万
人
都
市
で
あ

る
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
州

都
シ
ド
ニ
ー
や
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
州
都
メ
ル

ボ
ル
ン
と
比
べ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
控
え
め
な

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
。「
ブ
ッ
シ
ュ・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
か
ら

は
、
緑
の
多
い
街
づ
く
り
に
対
す
る
自
負

と
共
に
、「
田
舎
の
首
都
」
と
い
う
揶
揄
的

な
響
き
も
感
じ
ら
れ
る
。「
ブ
ッ
シ
ュ
」
の

本
来
の
意
味
は
、
潅
木
や
森
林
地
帯
だ
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
で
は
田
舎
や
僻
地
を

示
す
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
首
都
を

大
都
会
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
、
広
々
と

し
た
森
の
中
に
あ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の

街
並
み
は
、
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。

　

こ
の
緑
豊
か
な
都
市
環
境
も
ま
た
造
り

出
さ
れ
た
も
の
だ
。
園
芸
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、
育
苗
場
を
設
け
て
多
種
多

様
な
木
を
育
成
し
、
１
９
１
３
年
か
ら
約
13

年
か
け
て
、
だ
だ
っ
広
い
エ
リ
ア
に
２
０
０

万
本
も
の
木
を
植
え
る
と
と
も
に
、
木
を
無

料
で
配
布
し
、
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
の
礎
を

作
っ
た
。
今
も
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
は
住
宅
地
に

あ
る
家
の
前
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
決
ま
り
が
あ
り
、

代
わ
り
に
人
々
は
生
け
垣
を
造
成
す
る
。
１

９
５
０
年
代
半
ば
ま
で
は
、
政
府
が
年
２
回

の
生
け
垣
の
刈
り
込
み
費
用
を
負
担
し
て
い

た
と
い
う
。

　
完
全
人
工
都
市
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
、
今
年
３

月
で
定
礎
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
を
迎

え
る
。「
整
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
」
と
い
っ



National Emergency Service Memorial／
ナショナル・エマージェンシー・サービス・メモリアル
緊急サービス任務を遂行する専門職員やボランティアを
称賛し、敬意を表する記念碑。さまざまな緊急事態に
遭遇した人々の記憶が宿っている

Australian Merchant Navy Memorial
／オーストラリアン・マーチャント・ネイビー・
メモリアル
「国のために命を投げうち、海のほかに墓を
持たないオーストラリア商船隊に敬意を表して
1914-1918 1939-1945」と記された慰霊碑

Public Art Program／
パブリック・アート・プログラム
「いい羊牧場が台無し」と揶揄された首都建設を風刺
する「エインズリーの羊」等、都市計画の一環として、
さまざまなアート作品が街角に並ぶ

1213

た
お
門
違
い
の
文
句
を
口
に
し
な
が
ら
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の

存
在
価
値
を
認
め
、
少
し
ず
つ
愛
着
を
感
じ

始
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
地
元
の
人
々

に
混
じ
っ
て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
る
と
、
こ

の
街
が
個
々
の
国
民
と
よ
り
親
密
な
繋
が
り

を
築
こ
う
と
尽
力
し
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
か

も
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分

か
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
記
憶
を
あ
ち
こ
ち

に
刻
み
つ
け
る
か
の
よ
う
に
、
大
小
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
ス
ト
ー
リ
ー
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
託
し
、
い
ま
だ
変
わ
り
ゆ
く
途
中
な
の
だ
。

 

　
古
く
は
、
戦
没
者
の
追
悼
を
目
的
に
建
造

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
争
記
念
館
が
あ

る
。
中
庭
の
回
廊
の
壁
に
は
、
１
８
８
５
年

以
降
に
亡
く
な
っ
た
10
万
２
０
０
０
人
を
超

え
る
戦
没
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
無
名
戦
士

の
墓
も
あ
る
。
聖
堂
で
あ
り
、
国
際
的
レ
ベ

ル
の
博
物
館
で
あ
り
、
膨
大
な
記
録
の
保
管

場
所
と
さ
れ
、
参
戦
し
た
す
べ
て
の
戦
争
に

ま
つ
わ
る
資
料
や
遺
品
を
は
じ
め
、
戦
闘
機
、

潜
水
艦
、
戦
車
な
ど
を
多
数
展
示
し
て
、
リ

ア
ル
な
戦
争
体
験
を
丁
寧
に
語
り
継
ご
う
と

し
て
い
る
。

　

湖
畔
南
岸
の
遊
歩
道
に
は
、
点
々
と
碑

の
並
ぶ
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
ズ
・
オ
ブ
・

ジ
・
イ
ヤ
・
ウ
ォ
ー
ク
」
と
名
付
け
ら
れ

た
エ
リ
ア
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
は
、

外
国
人
の
わ
た
し
で
さ
え
、「
知
っ
て
る
、

知
っ
て
る
！
」
と
声
を
あ
げ
て
し
ま
う
愛
す

べ
き
伝
説
の
オ
ー
ジ
ー
た
ち
の
顔
写
真
の
横

に
、
名
前
と
職
業
、
出
身
州
、
受
賞
年
が
記

さ
れ
て
い
る
。
卓
越
し
た
業
績
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
国
家
へ
の
貢
献
、
そ
し
て
人
々
に
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
し
て
の
活
動
を
基
準
に
選
出
さ
れ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
版
国
民
栄
誉
賞
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
・
イ
ヤ
ー
」
の

受
賞
者
た
ち
で
あ
る
。
職
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
家
、
俳
優
、
音

楽
家
、
作
家
、
実
業
家
、
医
師
、
科
学
者
…

…
と
幅
広
い
。
ち
な
み
に
、
政
治
家
や
総
督

に
は
受
賞
資
格
が
な
い
の
だ
そ
う
。

　
地
面
に
引
か
れ
た
５
本
の
ラ
イ
ン
は
五
線

譜
に
見
立
て
ら
れ
て
お
り
、
建
て
ら
れ
た
碑

が
音
符
の
役
目
を
果
た
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
国
歌
を
奏
で
て
い
る
。
鼻
歌
混
じ
り

に
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
眺
め
つ
つ
歩
い
て
い
く

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
大
切
に
し
て
い
る

も
の
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

Centenary of Women's Suffrage 
Commemorative Artwork & Fountain／
女性参政権100周年記念アート＆噴水
女性参政権獲得から100周年を記念したアート作
品。オーストラリア連邦は1902年に被選挙権を含
む完全な女性参政権を世界で初めて導入した

Australian War Memorial／オーストラリア戦争記念館
戦没者を追悼し、オーストラリア人の多様な戦争体験とその影響に思いを馳せる場所。キャンベラを訪れる人の多くが足を運ぶ

National Police Memorial／ナショナル・ポリス・メモリアル
職務遂行中に亡くなった警察官に哀悼をささげるために設置された
銘板。1803年以降の700人を超える殉職者名が記録されている

Australians of the Year Walk
／オーストラリアンズ・オブ・ジ・イヤー・ウォーク
受賞者は毎年 1月26日のオーストラリア・デーに発表される。未来の
受賞者のために、40年分以上の空白の碑が用意されていた


